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檀 上 正 光 議 員（ 市 民 連 合 ） 質問方式：一問一答方式 

 

１ 新型コロナウイルス感染症対策について 

（1） 感染者の早期発見の為のＰＣＲ検査体制は、県内及び東部保

健所管内ではどのように拡充されたのか。 

９月末と 11 月末の検査機関と検査のための検体採取機関の

増加はいくらになっているのか。また、社会的検査体制は確

立されているのか 

（2） 感染者の早期隔離のための施設の確保について、９月末と 11

月末の県内の変化（増加か減少か）の状況と東部保健所管内

の変化（増加か減少か）の状況はどのようになっているのか 

（3） 感染者の早期入院（治療）のための施設（病院・病床）確保

と県内及び東部保健所管内の９月末と 11 月末の体制はどの

ようになっているのか。その変化について数値を求める 

（4） 尾道市立市民病院と公立みつぎ総合病院における検査、入院

治療体制はどのように拡充されたのか、本年３月末と 11 月末

の状況を求める 

 

２ 地方創生総合戦略について 

(1)  尾道市が地方創生総合戦略を取り組む中で、第１次産業にお

ける地域特有の資源と食材を活用した取り組みはどのような

ものがあったのか、その成果と課題は 

(2)  第２期地方創生総合戦略の取り組みが始まっているが、引き

続き第１次産業の活性化に向けてどのように取り組んで行く

のか 

(3)  2015 年（平成 27 年）の農林業センサスによると、農業就業

人口、農家数共に依然として減少傾向にあるが、それぞれ今

後５年間の見通しと、人材確保と人材育成にどのように取り

組むのか 

(4)  2015 年の農林業センサスによると経営耕地面積も依然とし

て減少が続いているが今後５年間の見通しと、人・農地プラ

ンの活用などを含めて、優良農地の保全、有効利用について

どのような取り組みを行うのか 

 

 


